
亀

、

一
゛

゛
P

、
h
,ノ

'

.

つ
て
需
人
生
を
送
り
え
た
人
、
高
橋
元
一
郎
(
一

八
九
五
年
1
一
九
三
四
年
)
に
並
ぷ
者
は
さ
ほ
ど
多
く
は

い
な
い
だ
ろ
う
。

彼
の
生
涯
を
契
て
ゅ
く
ほ
ど
に
、
そ
れ
が
昭
和

初
期
の
一
諾
な
国
家
改
造
器
者
た
ち
の
姿
に
も

な
り
、
ま
た
は
る
か
一
世
紀
の
ヨ
ル
ダ
ン
川
に
立
つ

促
様
な
予
言
者
の
姿
と
も
映
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら

の
姿
に
特
徴
的
な
る
も
の
が
、
そ
の
時
代
化
安
易
に

.
■

゛

゛

"

゛
ー

゛

J
゛

メ
"

一
'
阜

゛

「
無
名
の
ヨ
ハ
ネ
」

1
平
和
主
義
者
・
高
橋
元
一
郎
の
生
涯
1

'

J
'
一

▲

、

、

一
、
序

同
志
社
の
生
ん
だ
人
物
の
中
に
は
数
奇
な
運
命
を

歩
ん
だ
人
も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
純
真
な
天
国

へ
の
信
仰
、
ま
た
隣
人
と
現
実
国
家
へ
の
登
を
も

゛

」
一

り
'
.
■

J

一
、
司

J

.

迎
え
ら
れ
な
い
悲
劇
的
な
平
和
の
思
想
で
あ
っ
た
と

す
る
な
ら
ぱ
'
橋
元
一
郎
の
行
動
も
ま
た
、
い
つ

も
と
こ
力
恐
劇
均
で
油
美
な
ー
あ
っ
た
。

ニ
、
生
い
立
ち

彼
は
明
治
二
八
年
(
一
八
九
吾
二
月
六
Π
、
組
合

教
会
の
牧
師
・
高
橋
鷹
哉
と
女
・
知
登
子
の
長
男
と

し
て
、
,
得
県
高
千
穂
の
地
で
地
ま
れ
た
。
そ
こ
は

知
登
了
の
実
姉
の
嫁
い
だ
古
閑
武
平
(
聖
公
<
司
祭
)
の

家
一
:
あ
っ
た
。

元
一
郎
の
父
・
鷹
蔵
は
新
潟
県
の
出
身
で
、
明
治

一
三
年
(
一
ハ
ハ
ハ
)
同
克
学
院
柳
学
部
に
学
ん
で

か
ら
、
山
鹿
、
柳
川
、
宇
和
島
、
丸
屯
と
伝
週
地
を

帳
任
し
、
元
一
郎
た
ち
家
族
も
こ
れ
に
つ
い
て
歩
い

た
。
明
治
三
五
年
(
一
九
0
二
)
 
1
以
後
「
明
治
L
 
を
省

の
晩
秋
、
七
歳
の
彼
は
母
を
そ
の
丸
地
で
失

く
ー
つ
た
。
着
任
一
ケ
月
余
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
二
人
の

弟
、
一
人
の
妹
が
い
た
。

や
が
て
年
が
あ
ら
九
ま
る
や
、
彼
ら
父
子
た
ち
は

熊
本
一
暴
町
教
会
へ
移
っ
て
ゆ
く
。
こ
の
教
会
で
大

江
女
学
校
(
知
登
子
の
母
越
の
校
長
・
竹
崎
順
子
(
実

髭
.
釜
の
妻
)
に
め
ぐ
り
会
っ
た
。
そ
れ
が
鷹
蔵

と
幼
な
い
元
一
郎
に
ど
の
よ
う
な
転
機
を
与
え
た
か

は
、
十
分
に
計
り
え
な
い
が
、
横
井
小
楠
一
族
の
も

J

゛.

、..塾、、
:が灸^

'岐"亨§÷
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、、

.、
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、
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つ
進
歩
的
な
気
風
が
、
高
橋
家
に
新
風
を
吹
き
込
ん

だ
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
。

元
一
郎
に
は
新
し
い
母
 
9
プ
子
)
が
来
た
。
そ
し

て
三
八
年
二
九
0
五
)
、
父
は
小
櫓
の
組
合
教
会
に

転
進
す
る
。
元
一
郎
は
そ
こ
で
小
学
校
を
終
え
、
四

一
年
二
九
0
八
)
小
樽
中
学
に
入
学
す
る
が
、
彼
も

ま
九
翌
年
春
(
一
九
0
九
)
、
父
に
願
っ
て
同
志
社
普

通
学
校
に
転
校
す
る
。
そ
の
間
、
父
は
岡
山
県
(
美

作
)
の
教
会
、
そ
し
て
日
韓
合
併
(
一
九
一
9
 
直
後

の
朝
鮮
伝
道
へ
と
赴
い
て
行
く
。

大
正
三
年
(
一
九
一
四
)
、
第
一
次
世
界
大
戦
開
始

の
年
に
元
一
郎
は
普
通
学
校
を
卒
業
し
、
大
学
神
学

部
予
科
に
入
学
す
る
。
ど
こ
か
神
経
質
で
あ
っ
た
が

普
通
学
校
で
は
秀
才
仲
間
の
山
本
宣
治
と
交
友
を
結

ん
だ
。
師
に
は
三
輪
源
造
、
加
藤
延
年
を
仰
い
だ
。

山
本
は
生
物
学
者
と
な
り
、
や
が
て
無
産
者
の
社

会
運
動
を
指
揮
し
て
普
選
最
初
の
労
農
党
代
議
士
に

転
進
す
る
が
、
こ
の
こ
と
は
当
時
(
昭
和
三
年
.
一
九

一
一
八
)
朝
鮮
(
大
邱
・
九
い
き
"
う
・
学
院
教
養
科
目
講
師
)
、

岡
山
(
美
作
落
合
組
合
教
会
主
任
伝
道
師
)
に
職
を
得
て
い

九
元
一
郎
の
心
を
大
き
く
ゆ
さ
ぷ
っ
九
。
し
か
も
、

問
も
な
く
山
本
の
遭
難
全
月
六
旦
を
牧
師
館
で
知

つ
九
彼
が
、
牧
師
を
辞
し
て
上
京
し
、
無
産
者
運

動
平
和
運
動
に
献
身
し
た
こ
と
は
、
一
般
に
は
奇

行
で
も
あ
り
、
「
良
心
の
全
身
に
充
満
し
た
」
詩
人

的
飛
躍
で
あ
っ
た
。

話
は
も
ど
る
が
、
元
一
郎
は
神
学
部
予
科
を
二
年

で
中
退
し
て
い
る
。
大
正
五
年
(
一
九
ニ
ハ
)
四
月
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
中
退
の
理
由
は
朋
確
で
は
な
い

が
、
同
窓
の
親
友
・
森
中
章
光
氏
に
ょ
れ
ぱ
、
ひ
と

こ
と
で
、
わ
ず
ら
わ
し
く
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
九
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
。

時
は
第
一
次
世
界
大
戦
の
戦
争
景
気
に
ょ
る
先
進

工
業
国
の
飛
躍
的
発
展
合
本
も
)
と
軍
事
産
業
化
へ

の
道
が
九
ど
ら
れ
は
じ
め
た
。
そ
し
て
、
銀
行
の
金

融
資
本
制
的
支
配
が
日
木
に
も
台
頭
し
、
軍
と
財
閥

が
政
治
を
支
え
て
ゅ
く
と
い
う
構
造
が
は
っ
き
り
と

で
き
あ
が
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
た
と
え
ば
工
場
労

働
者
も
、
一
九
一
四
年
か
ら
五
年
問
に
、
三
万
人

か
ら
一
八
二
万
人
と
激
増
し
、
労
働
運
動
へ
の
盛
り

上
が
り
も
み
ら
れ
た
。

す
で
に
在
京
の
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
派
に
属
す
る
キ
リ

ス
ト
者
た
ち
は
、
一
九
一
二
年
に
法
学
士
・
鈴
木
文

治
を
中
心
に
一
五
名
の
同
志
に
ょ
っ
て
「
友
愛
会
」

を
結
成
し
て
い
九
。
組
織
は
年
々
拡
大
さ
れ
、
一
九

一
五
年
以
後
は
ス
ト
ラ
イ
キ
の
回
数
も
大
幅
に
増
え

三
、
同
志
社
時
代

は
じ
め
る
(
一
九
三
年
に
四
九
件
、
ニ
ハ
年
一
0
八
件
、

一
七
年
三
九
八
件
)
。
国
家
は
、
独
占
資
本
に
奉
仕
す
る

労
働
力
を
硫
実
・
安
全
に
保
持
す
る
九
め
、
「
工
場
法
」

(
社
会
立
法
・
一
六
年
)
を
施
行
し
て
、
「
民
本
主
義
」
の

愚
に
気
を
配
り
つ
つ
も
、
し
だ
い
に
世
界
戦
争
の

波
長
に
政
策
を
合
わ
せ
て
い
っ
九
の
で
あ
る
。

高
橋
元
一
郎
は
神
学
生
で
あ
る
こ
と
に
あ
る
種
の

い
ら
だ
ち
を
感
じ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
西
寮
の
祈

稀
会
で
、
日
野
真
澄
教
授
雪
時
神
学
部
長
)
ら
を
前
に

彼
は
「
日
本
は
世
界
の
盲
腸
な
り
。
同
志
社
は
日
本

の
盲
場
な
り
・
・
・
・
・
・
依
っ
て
こ
れ
を
切
り
と
ら
ざ
る
べ

か
ら
ず
」
と
い
う
「
同
志
社
袖
学
部
に
訣
別
を
告
ぐ

る
の
辞
」
を
述
べ
て
、
松
籟
の
音
が
心
底
に
ま
で
届

く
静
寂
の
「
新
島
襄
託
」
に
ひ
ざ
ま
ず
き
、
祈
っ

た
と
い
う
(
本
田
清
一
「
街
頭
の
墾
者
.
高
橋
元
一
郎
」
、
昭

和
二
年
、
関
谷
委
店
、
四
五
1
四
七
頁
)
0

こ
の
よ
う
に
し
て
彼
は
浪
人
の
身
と
な
り
、
北
山

や
白
川
の
里
に
居
を
移
し
て
生
活
す
る
が
、
そ
こ
で

も
新
島
の
墓
前
に
っ
六
と
お
り
伝
道
は
す
て
ず
、

日
撃
校
を
開
い
て
、
子
供
た
ち
と
遊
ん
だ
。
詩
人

ら
し
い
一
而
で
は
な
い
か
。

そ
の
こ
ろ
で
あ
っ
九
ろ
う
か
、
彼
は
北
原
白
秋
に

こ

詩
作
の
指
揮
を
乞
う
て
作
品
を
送
っ
て
い
る
霖
中
章

光
氏
談
1
こ
れ
は
後
に
そ
の
ま
ま
返
却
さ
れ
た
と
の
こ
と
で

4S



あ
る
)
。
そ
の
う
ち
に
親
し
い
神
差
二
人
(
水
向
啓
次

郎
と
森
中
章
光
)
と
と
も
に
寺
町
鞍
馬
口
の
民
象
に
同

猪
す
る
こ
と
に
な
っ
六

そ
し
て
こ
こ
が
伺
志
社
の
彬
、
森
の
「
巣
窟
」

と
も
い
え
る
ほ
ど
の
サ
ロ
ン
と
な
っ
九
の
て
あ
る
0

元
一
郎
は
'
晶
に
シ
オ
ン
(
神
の
国
)
の
名
を
つ
け
、

と
く
に
少
年
九
ち
の
出
入
り
を
歓
迎
し
た
。
田
畑
忍

名
考
教
授
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
と
い
う
(
森
中
談
)
。

そ
の
後
三
人
の
劉
は
浄
士
寺
に
移
る
が
、
そ
の
年
の

秋
(
一
九
一
六
)
、
恩
帥
の
一
人
、
希
源
造
(
鼎
教
師
)

の
紹
介
で
、
図
冉
鯲
鼎
.
圓
と
し
逐
職
す
る
こ
と
と

な
っ
九
の
で
あ
る
。

同
志
社
鼎
曾
、
明
治
二
0
年
(
一
八
八
七
)
以

後
有
終
館
に
碕
力
れ
た
が
、
元
一
則
か
就
職
し
た

年
の
前
年
(
一
九
一
玉
)
、
今
日
「
旧
図
書
鯨
L
 
と
呼

ぱ
れ
る
建
物
(
界
、
大
学
休
高
、
ア
メ
リ
カ
研
究
所
、

人
轟
学
和
究
可
等
が
皿
か
れ
て
い
る
J
 
の
霄
Ⅲ
が
祈
築

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
六
。

翌
年
に
は
入
伽
者
一
万
人
(
学
生
一
、
三
七
九
名
)
、

醜
鼎
一
万
七
千
余
冊
を
数
え
九
。
そ
の
鳶
か
器

し
六
の
は
、
さ
ら
に
そ
0
翌
年
(
大
正
七
年
一
九
一
八
)

で
あ
っ
九
。

原
田
助
社
長
は
、
就
任
以
来
同
k
粒
を
組
織
的
に

も
強
化
す
る
方
向
で
努
力
さ
れ
、
こ
れ
が
鼎
鯲
に

一
つ
の
実
を
結
ん
だ
と
い
え
よ
う
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
良
き
時
代
に
元
一
郎
は
社
員
と
な
っ
六
そ
し

臣
長
荒
木
良
造
(
国
,
X
学
)
か
ら
も
慈
愛
を
受
け
、

生
活
を
九
て
直
し
た
。
し
か
し
、
原
円
社
長
に
も
後

の
海
老
名
弾
正
登
に
も
、
彼
は
生
来
の
単
純
・
正

義
の
一
念
で
対
応
し
九
。

元
一
郎
の
図
冉
甜
欝
代
に
、
大
き
な
人
問
的

士
い
こ
,
ノ

劃
遁
を
賀
川
豊
彦
と
の
問
に
経
験
し
た
。
賀
川
は
大

正
六
年
(
一
九
一
七
)
婦
鬮
し
て
神
戸
貧
民
窟
や
友
愛

会
、
日
本
基
督
教
会
で
活
躍
を
始
め
て
い
九
。
お
そ

ら
く
そ
の
数
年
後
で
あ
っ
九
ろ
う
。
森
中
氏
に
ょ
れ

ぱ
、
賀
Ⅱ
が
同
志
社
の
器
弼
誌
帥
を
し
て
い
九

(
有
島
武
郎
も
一
九
二
三
年
、
近
代
文
学
を
訓
じ
て
い
る
。
「
九

十
年
小
史
」
、
三
五
三
頁
)
こ
ろ
で
あ
っ
九
ろ
う

元
一
郎
は
学
生
九
ち
と
と
も
に
賀
川
の
淋
筵
に
触

れ
九
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
今
一
つ
の
出
会
い
が
あ
っ
た
。
そ
れ

は
結
婚
を
約
し
九
大
野
静
江
(
女
専
英
文
科
卒
、
朝
鮮
・

公
州
の
女
学
校
教
師
と
な
る
が
、
今
治
に
転
任
、
病
に
よ
り
西

宮
で
永
朏
.
一
九
二
六
年
)
と
の
純
愛
に
つ
い
て
語
ら
ね

ぱ
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
今
は
そ
の
こ
と
よ
り
も
、

賀
川
に
接
し
九
元
一
郎
に
人
生
の
大
き
姦
機
が
訪

四
社
会
詩
人
の
情
念

れ
九
こ
と
力
ら
占
か
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
突
に
、
賀
川

は
幾
多
の
伺
志
社
人
(
学
生
・
教
師
)
に
社
会
化
信
仰
の

沈
礼
を
授
け
て
い
九
の
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
が
中
局

重
教
授
九
ち
倫
週
し
九
「
社
会
的
基
督
教
L
 
運
動

で
あ
っ
た
こ
と
も
、
や
や
後
の
時
代
で
あ
っ
九
が
、

と
も
に
想
¥
き
る
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
の
中
島
や
今
中
次
麿
な
ど
、
木
郷
で
大

学
と
教
会
生
活
を
海
老
名
聖
の
周
辺
で
送
っ
六
少

壮
の
学
者
た
ち
が
同
志
社
化
来
九
こ
ろ
、
第
一
次
大

戦
も
終
わ
っ
て
(
一
九
一
九
)
、
国
際
的
に
も
風
内
的
に

も
平
和
迎
動
や
マ
ル
ク
ス
主
繋
叫
ば
れ
始
め
て
い

九
。
政
府
は
こ
れ
に
対
し
て
弾
圧
政
策
で
臨
み
、
困

民
粕
祁
作
興
迎
動
や
治
安
緋
持
法
(
一
九
二
毛
で
対

処
し
た
。
工
業
化
即
雛
国
主
義
化
と
い
う
資
本
主
義

下
の
政
策
的
枇
造
が
、
馨
ら
れ
六
か
ら
で
あ
っ
九
0

元
一
郎
の
勤
務
す
る
同
志
社
も
、
学
生
研
を
鋏

誓
せ
る
九
め
で
も
あ
っ
た
か
、
大
正
一
五
邱
(
一

ブ
子
ハ
)
よ
り
軍
鄭
教
練
か
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
い
う

(
本
田
.
前
掲
轡
、
-
 
0
 
一
頁
・
九
十
年
小
史
・
一
七
八
頁
多

照
)
。
彼
は
、
海
老
名
総
長
に
「
銃
剣
を
も
っ
て
汚
L

さ
れ
る
母
校
を
宍
、
荒
木
鯨
長
に
辞
表
を
出
し
て

一
吋
上
京
し
て
し
ま
う
。

大
野
卸
江
と
天
田
で
の
再
会
一
衞
し
て
別
れ
た
の

も
こ
の
年
で
あ
っ
九
。
や
が
て
、
父
も
働
き
、
静
江
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も
働
い
た
朝
鮮
矣
処
へ
赴
き
、
前
述
し
た
よ
う
に

山
本
官
一
治
の
動
向
に
あ
ら
九
め
て
触
発
さ
れ
る
の
で

あ
る
。
平
和
主
義
を
唱
え
る
こ
と
が
す
べ
て
の
解
決

に
通
ず
る
唯
一
の
王
道
で
あ
る
こ
と
を
心
底
か
ら
知

ら
さ
れ
る
の
も
、
そ
の
後
ま
も
な
く
で
、
あ
っ
た
。

昭
和
三
年
(
一
九
二
八
)
岡
山
の
希
落
合
キ
リ
ス

ト
教
会
牧
師
と
な
っ
て
朝
鮮
よ
り
撰
し
た
彼
が
、

一
ケ
月
後
の
四
同
に
、
「
山
宵
一
の
あ
だ
付
」
(
森
中
・

談
)
と
い
っ
て
牧
卸
を
辞
し
て
再
び
上
京
し
詣
、

京
都
大
学
で
も
河
上
唯
教
授
が
そ
の
大
学
を
辞
し
て

い
る
。
一
つ
の
時
代
で
あ
っ
た
。
元
一
郎
に
も
河
上

に
も
刑
事
の
目
が
光
っ
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ

、
つ
0

上
京
の
途
上
、
高
橋
元
一
郎
は
母
校
に
し
ぱ
ら
く

道
草
を
し
て
、
聖
十
字
団
と
名
づ
け
た
旗
を
旧
神
学

館
(
ク
ラ
ー
ク
記
念
館
)
の
あ
九
り
に
立
て
、
校
内
の
ゴ

ミ
を
丁
寧
に
拾
い
始
め
て
い
た
。
そ
れ
は
、
図
書
館

で
働
い
て
い
た
こ
ろ
、
校
内
の
美
化
の
逐
動
を
し

て
、
そ
こ
に
キ
リ
ス
ト
が
人
々
の
罪
を
す
す
ん
で
拾

い
集
め
て
い
る
と
い
う
十
字
架
の
愛
を
実
感
し
た
体

験
に
基
づ
い
て
い
た
。

宗
教
待
人
の
さ
さ
や
か
な
行
で
も
あ
っ
た
で
あ
ろ

う
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
が
す
べ
て
「
他
人
の
尻
を
ふ

し
よ
く

く
し
と
い
う
賀
川
の
演
罪
愛
の
実
践
に
殉
じ
て
い
っ

た
兀
一
郎
を
つ
く
る
の
で
あ
る
。

彼
は
、
賀
川
の
手
に
な
っ
た
本
所
キ
リ
ス
ト
教
産

叢
同
年
会
(
日
本
で
は
初
期
の
キ
リ
ス
ト
教
労
働
者
伝
道
)
に

勧
く
北
川
信
芳
を
頼
っ
て
の
上
京
を
し
て
、
日
雇
い

労
働
'
た
ち
の
厚
生
面
の
仕
事
を
、
彼
俊
身
も
そ
の

日
一
心
ら
し
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
開
始
し
た
0
 
宿

の
世
話
が
た
い
へ
ん
で
あ
っ
た
。

賀
川
哩
彦
は
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
(
一
九
二
九
)
、

東
京
市
長
瑜
切
善
次
郎
)
に
専
任
の
社
会
局
長
と
な
る

よ
う
求
め
ら
れ
、
嘱
託
と
し
て
そ
の
イ
ス
に
す
わ
っ

て
い
た
。
こ
れ
は
元
一
郎
の
活
動
に
も
大
き
な
プ
ラ

ス
で
あ
っ
九
。

あ
る
時
は
宿
を
仮
設
す
る
九
め
、
市
か
ら
天
幕
を

借
用
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
(
本
岡
前
掲
書
、
一

0
八
頁
)
。
彼
は
テ
ン
ト
に
寝
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

肺
病
の
再
発
な
ど
あ
っ
て
、
賀
川
ハ
ル
璽
彦
の
妻

の
世
話
に
な
り
、
松
沢
に
仮
住
ま
い
を
し
た
り
し
て

い
九
。

機
構
を
、
地
上
に
お
い
て
も
、
天
国
に
お
い
て
も
つ

く
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
元
一
郎
の
「
平
和

論
」
を
か
い
ま
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
天
国
に
も
生

き
る
徹
底
的
平
和
準
あ
る
。

し
か
も
、
彼
が
満
州
事
変
二
九
三
一
)
を
日
本
の

軍
国
主
義
化
令
国
家
的
罪
悪
」
、
本
田
、
前
掲
書
、
二
五
六

1
七
頁
)
の
決
定
的
な
転
機
と
し
て
厳
し
く
と
ら
え
て

い
る
こ
と
を
評
価
し
た
い
。
松
沢
教
会
で
非
戦
平
和

の
祈
り
を
真
剣
に
は
じ
め
る
の
も
、
こ
の
こ
ろ
で
あ

つ
た
。
ま
た
、
そ
れ
は
思
い
つ
き
の
よ
う
で
あ
っ
た

「
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
平
和
連
盟
」
を
提
案
し
、
軍

゛
>
、

力縮
・
日
華
親
交
・
国
際
連
盟
支
持
の
三
原
則
を
関
係

者
に
文
書
で
訴
え
て
い
る
。

ま
九
、
黒
社
と
非
戦
思
想
と
の
共
感
で
柏
木
義

円
と
交
信
し
、
柏
木
の
「
上
毛
教
会
月
報
L
 
を
し
て

平
和
主
義
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
す
べ
く
、
た
と
え

ぱ
「
世
界
軍
縮
会
謄
つ
き
て
も
、
ど
ぅ
ぞ
貰
紙
に

よ
り
教
育
し
て
下
さ
い
」
(
柏
木
宛
書
簡
、
一
九
三
二
年

三
月
一
百
付
、
柏
木
清
子
氏
所
蔵
)
と
書
き
送
っ
て
い
る

ほ
ど
で
あ
る
0
 
(
こ
の
手
紙
の
余
白
に
は
、
柏
木
の
筆
と
思

わ
れ
る
朱
字
で
、
『
日
本
が
第
ニ
ノ
独
逸
ト
ナ
ラ
ヌ
嫌
』
と
加

え
ら
れ
て
い
る
J

し
か
も
そ
の
年
(
昭
和
七
年
・
一
九
三
弓
は
、
ニ

二
六
事
件
が
起
こ
っ
て
い
九
。
こ
こ
に
彼
の
純
な
平

高
橋
元
一
郎
の
平
和
主
義
は
、
狭
い
政
治
主
義
的

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
貫
ぬ
か
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
。

そ
れ
は
、
安
眠
す
る
に
場
所
の
な
い
無
産
労
働
者
た

ち
が
、
身
心
と
も
に
豊
か
に
蓉
ら
せ
る
よ
う
な
社
会

結
び
に
代
え
て
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和
熱
が
、
柏
木
先
誰
に
向
か
っ
て
詩
と
な
っ
て
ほ
と

ぱ
し
り
出
た
の
も
、
ま
た
幽
然
で
あ
る
。

「
野
の
声

儒
元
一

時
、
世
は
陪
く
道
失
せ
て

く
に
北
み

国
民
怖
れ
ま
ど
ぅ
と
き
、

ま
た
た
き
そ
め
ぬ
昭
の
昆

荒
野
に
叫
ぷ
人
豊

1
【
近
刊
紹
介
】

洗
礼
ヨ
ハ
ネ
は
身
に
も
皮

い
な
ご
、
野
密
を
食
と
な
し
、

ヨ
ル
ダ
ン
河
の
そ
ば
に
立
ち

主
の
道
筋
を
直
く
せ
り
、

『
票
つ
忠
な
る
僕
』
は
。
」
(
「
同
志
社
校
友
伺
窓
会
假
L
、

三
一
号
、
一
九
ニ
ハ
・
七
・
一
五
窕
行
、
九
頁
)
と
、
恩
師

(
加
藤
延
年
)
の
遺
影
に
向
か
っ
て
叫
ぷ
祠
志
社
の
野

人
ヨ
ハ
ネ
で
あ
っ
た
。

＼ノ

そ
の
最
後
も
ま
九
、
山
室
軍
平
ら
に
見
守
ら
れ
て

ど
こ
か
壮
烈
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ド
イ
ツ
に
ナ
チ
ス

(
女
子
火
学
教
授
聖
婁
)

台
頭
の
年
で
あ
っ
九
。

い
で
国
民
よ
罪
を
悔
い
、

天
地
の
神
に
立
ち
か
え
れ

ぐ
ら
し

四
C
生
活
を
求
め
か
し

蝮
の
す
そ
よ
罪
を
悔
い
ー

(
後
略
)

こ
く
み
ん

以
上
L

生
0
し

『
回
顧
七
十
七
年
』
(
大
塚
節
治
著
)

B
6
判
六
、
 
0
0
0
円

大
塚
節
治
先
生
回
顧
録
刊
行
会
発
行

(
取
扱
・
同
朋
舎
、
校
友
会
)

『
続
同
志
社
歳
時
記
』

(
生
島
吉
造
・
松
井
全
共
編
)

B
6
判
七
0
0
円

同
嚢
大
学
出
版
部
発
行

(
取
扱
・
同
志
社
収
益
璽
課
)

『
同
志
社
校
友
会
名
繕
1
昭
和
五
十
二
年
度
版
』

(
同
志
社
校
友
会
編
)

B
5
判
一
 
0
、
 
0
0
0
円

同
.
心
社
校
友
A
禿
打

(
取
扱
・
校
友
会
本
部
、
名
支
部
)

注
、
本
文
中
(
二
九
頁
)
の
北
川
信
芳
氏
よ
り
筆
者
あ
て
の

轡
簡
(
一
九
七
八
・
ニ
・
二
0
付
)
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

ど
こ
か
新
鳥
襄
に
似
て
黒
い
R
を
し
て
い
九
霖

中
.
談
)
こ
の
半
和
忠
人
は
、
ま
九
「
幾
久
し
く
同

志
社
に
生
き
、
同
志
社
に
死
ん
で
下
さ
い
。

「
高
橘
元
一
郎
さ
ん
、
こ
と
同
志
社
の
図
霄
館
(
大
正
末
期

か
ら
昭
和
の
始
め
)
司
書
時
代
ま
で
は
、
中
心
を
京
都
に
お
い

て
い
六
よ
う
で
す
。

お
父
き
ん
は
牧
師
さ
ん
で
、
朝
鮮
伝
道
の
日
木
人
と
し
て
開

拓
者
の
一
人
で
す
。
旧
組
合
派
の
牧
師
で
同
志
社
の
先
輩
。

昭
和
の
初
期
に
賀
川
先
生
を
尋
ね
て
上
京
さ
れ
、
助
手
と
し

て
受
け
い
れ
ら
れ
活
動
。
貧
し
い
人
々
の
お
世
話
を
す
る
こ
と

を
仕
事
と
し
て
、
ル
ン
斥
ン
、
失
業
者
の
無
料
宿
泊
所
々
長

(
賀
川
個
人
経
営
の
も
の
)
を
し
て
い
て
、
肺
病
に
な
り
、
賀

川
家
に
民
り
、
静
養
中
、
玉
く
な
っ
て
救
世
軍
の
杉
M
療
養
所

に
入
院
巾
召
天
、
賀
川
先
生
、
山
室
軍
平
先
生
も
、
度
々
、
見

排
わ
れ
て
い
た
。
「
召
天
高
橋
元
一
郎
」
の
自
筆
を
枕
兀
に

書
き
残
し
て
一
人
静
か
に
召
天
し
て
い
っ
た
0
 
祝
福
さ
れ
た
人

で
し
た
。
賀
川
先
生
の
教
会
に
て
葬
儀
も
あ
っ
て
、
至
祉
盛

大
。
病
気
中
、
賀
川
夫
人
、
私
共
が
世
話
を
し
ま
し
六
。
私
は

」

(
一
九
三
二
・
五
・
三
0
付
同
占

個
人
的
な
親
友
。

一
、
高
僑
元
一
郎
著

「
世
界
の
こ
ど
も
」
〔
平
和
読
本
)

一
、
親
泊
康
、
碧

「
一
杯
の
水
」
〔
欝
元
一
郎
伝
)

一
、
本
田
澗
一
著

「
高
橋
元
一
郎
先
生
」

郎


